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参考 16 港湾・漁港被害の予測手法 

（平成8年度アセスメント調査より引用） 

(1)作用震度Ke,破壊震度Kc,危険度Fc 

地震動の大きさに対応する作用震度（Ｋｅ）と、現行設計法による安定計算において安全率が

限界となる震度(Ｋｃ)とを比較することによって危険度(Ｆｃ)を定義し、想定される地震動に対

する岸壁の被災判定を行う。危険度は次式のようになる。 

 

Ｆｃ＝Ｋｅ／Ｋｃ 

 

 

作用震度は、想定される地震動による地表面最大加速度から次式によって求められる。 

 

Ｋｅ＝α／ｇ        (α＜200ｇaｌ) 

    ＝１／３（α／ｇ）1/3    (α≧200ｇaｌ)     

 

但し、α：地表面最大加速度(ga1) 

ｇ：重力加速度(980ga1) 

 

        

(2)完成年度と破壊震度の関係 

  岸壁の破壊震度については、一部の岸壁で不明であったため推定した。構造物の耐震設計基

準は時代とともに変遷していることから、破壊震度も時代とともに変化するものと考え、工事の

完成年度から破壊震度を推定する方法を用いた。 

  表16.1の第一地区における完成年度ごとの破壊震度は、千葉県(1993)によれば表18.2のよう

になっている。福岡県の該当する第三地区は、地域別震度が第一地区の１／３になっていること

から、各年代の破壊震度の１／３を福岡県における破壊震度とした。 

設定した破壊震度は表16.3に示した。 

 

表16.1 地区別震度（「港湾施設の技術上の基準・同解説」より） 

地区名 該当地域 地域別震度 

第一地区 

北海道（根室、釧路、十勝、日高） 

関東（千葉、東京、神奈川） 

中部（静岡、愛知） 

近畿 

0.15 

第二地区 

北海道（石狩、胆振、後志、檜山、渡島、留萌）

東北 

関東（茨城） 

中部（新潟、富山、石川、福井） 

四国 

中国（鳥取、岡山、広島） 

九州（大分、宮崎） 

0.10  

第三地区 

北海道（宗谷、網走） 

中国（島根,山口） 

九州･沖縄（福岡、佐賀、長崎、鹿児島、沖縄） 

0.05 
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表 16.2 建築年代と破壊震度（第一地区） 

破壊震度 
構造形式 

建築年代不明 昭和 24 年以前 昭和 25～34 年 昭和 35 年以降

矢板式 0.12 0.12 0.16 0.20 

重力式 0.12 0.12 0.16 0.18 

 

表 16.3 建築年代と破壊震度（福岡県） 

破壊震度 
構造形式 

建築年代不明 昭和 24 年以前 昭和 25～34 年 昭和 35 年以降

矢板式 0.04 0.04 0.05 0.07 

重力式 0.04 0.04 0.05 0.06 

 

(3) 変形量の推定 

被災変形量は、上部による回帰式に基づいて推定した。数種類の推定式が提案されているが、

相関関数が最も大きな式を用いた。すなわち、矢板式岸壁は、最大はらみ出し量の式、重力式壁

は、天端沈下量の式による変形量を用いて被害程度を想定した。 

 

①矢板式岸壁は、最大はらみ出し量の式 

Ｄｘ＝ －１.６＋３４.９×Ｆｃ 

Ｄｘ：最大はらみ出し量（cm） 

②重力式壁は、天端沈下量の式 

Ｓｐ＝ －５０.９＋５７.１×Ｆｃ 

Ｓｐ：天端沈下量（cm） 

 

(4) 回帰分析式の補正 

 

ア 被害実績による補正 

 

平成７年10月の喜界島近海の地震による港湾被害は、喜界島の湾港において物揚場などの沈下

が若干あった程度であり、全体としては軽微な被害にとどまった。そこで、喜界島で観測された

震度５程度から港湾被害が発生すると考え、今回の計算では次のような補正を行った。 

・140gal未満では変形量はゼロである。 

・140gal以上250gal未満では、140galと250galの両者の変位量を加速度比で内分した変形量が生

じる。 

 

イ 液状化の影響による補正 

 

地盤の液状化により、岸壁の安定性は著しく低下する.この影響を考慮するために、液状化の危

険が高い地域にある岸壁では、破壊震度Ｋｃを低減して計算することとした。具体的には、ＰＬ

値が30以上のメッシュに位置する岸壁は、Ｋｃを15％低減した。 
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